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「
永
遠
に
平
和
な
ブ
ル
ネ
イ
」
と
い
う
意
味
の
国
名

で
あ
る
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
（
以
下
「
ブ
ル

ネ
イ
」）
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
に
位
置
し
、
そ
の
周
囲

は
マ
レ
ー
シ
ア
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ジ

ア
の
一
小
国
で
あ
る
ブ
ル
ネ
イ
で
昨
年
、
ア
セ
ア
ン
会

議
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
も
同
国

に
関
す
る
報
道
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

国
土
は
、
日
本
の
三
重
県
に
相
当
す
る
面
積
で
、
人

口
約
四
〇
万
人
。
一
九
八
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
連
邦
か
ら

独
立
し
た
立
憲
君
主
国
で
す
が
、
国
王
の
権
限
は
絶
大

で
あ
り
実
質
的
な
絶
対
君
主
国
と
も
言
え
ま
す
。
石

油
・
天
然
ガ
ス
の
輸
出
を
経
済
の
最
大
の
柱
と
し
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
や
国
民
の
生
活
水
準
は
高
く
、
安
定
し
た
経
済
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ル
キ
ア
国
王
は
世
界
有
数

の
富
豪
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
宗
教
的
に
は
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
家
で
あ
り
、
国
民
の
三
分
の
二
が
イ

ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。
最
近
の
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
潮
流
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
国
も
イ
ス
ラ
ム
法
の
適
用
が
厳

し
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
愛
飲
家
、
愛
煙
家
の
方
に
は
、

だ
ん
だ
ん
と
厳
し
い
生
活
環
境
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ブ
ル
ネ
イ
の
首
都
バ
ン
ダ
ー

ブ
ル
ネ
イ・ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
に
つ
い
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
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地
上
十
階
、
地
下
二
階
（
延
床
面
積 

四
五
、一
五
三

平
方
㍍
）
の
建
物
は
、
市
街
地
の
小
高
い
丘
の
上
に
建

ち
、
最
上
階
か
ら
は
バ
ン
ダ
ー
セ
リ
ベ
ガ
ワ
ン
市
内
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
工
事
は
二
〇
一
一
年
四

月
に
着
工
し
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
末
引
き
渡
し
予
定

で
す
。
工
事
計
画
地
は
、
す
で
に
手
狭
に
な
っ
て
い
る

既
存
病
院
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
一
部
建
物
や
駐
車
場
を

解
体
し
、
ま
た
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
丘
の
斜
面
も
切
り

開
い
て
建
築
し
て
い
ま
す
。
狭
小
な
敷
地
に
加
え
、
多

く
の
入
院
患
者
を
抱
え
た
既
存
病
棟
に
隣
接
し
た
敷
地

で
の
作
業
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
車
両
動
線
の
規
制
や

騒
音
・
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
厳
し
い
制
限
の
中
で
行

わ
れ
た
工
事
で
し
た
。

　

多
岐
に
わ
た
る
設
計
変
更
や
追
加
工
事
が
あ
り
、
当

初
の
契
約
工
期
か
ら
一
年
九
カ
月
の
工
期
延
長
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
無
事
引

き
渡
し
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
当
工
事

は
、
ブ
ル
ネ
イ
の
中
で
も
大
型
工
事
の
一
つ
で
あ
り
、
所

管
の
保
健
大
臣
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
常
に
注
目

さ
れ
た
工
事
で
し
た
。
工
程
管
理
、
品
質
管
理
に
お
い

て
、
発
注
者
か
ら
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
病
院
関
係
者
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
工
事
の
最
後
ま
で
気

を
抜
く
こ
と
な
く
ま
と
め
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

セ
リ
ベ
ガ
ワ
ン
の
中
心
部
に
位
置
し
、
ブ
ル
ネ
イ
最
大

の
病
院
で
あ
る
国
立
サ
レ
ハ
王
妃
記
念
病
院
（
通
称
Ｒ

Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｓ
病
院
）
の
慢
性
的
な
病
床
不
足
の
解
消
と
、

老
朽
化
し
て
い
る
既
存
医
療
施
設
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
母
子
病
院
建
設
工
事
は
、

当
該
病
院
の
一
施
設
と
し
て
、
そ
の
敷
地
内
に
最
新
の

設
備
と
機
能
を
配
備
す
る
病
院
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
産
婦
人
科
と
小
児
科
を
設
置
し
、
総
ベ
ッ
ド
数
は

三
〇
五
床
。
二
〇
一
五
年
初
め
の
開
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
発
注
者
の
保
健
省
は
、
第
一
期
工
事
竣
工
後
、

隣
接
敷
地
に
緊
急
病
棟
を
建
設
す
る
第
二
期
計
画
も
持

っ
て
い
ま
す
。

工
事
概
要

山留掘削・基礎工事 後方に見えるのが既存施設

ブルネイ・ダルサラーム国
母子病院
第一期新築工事

ジャミアスリモスク 
バンダーセリベガワン市内最大のモスク

市内眺望 病院最上階からの
バンダーセリベガワン市内眺望

建物外観 建物南面外観


